
子供の体験活動推進宣言 
 

 次代の社会を担う者として新たな価値を創造する力、対立やジレンマを克服する力、責任ある行動をとる力

等を身に付けていくためにもリアルな体験活動は重要です。しかしながら、少子化や核家族化、デジタル化が

進む中、現代の子供たちはリアルな体験が不足しています。さらにコロナ禍でこの傾向に拍車がかかり、ま

た、家庭の経済環境によって体験機会に格差が生じているとの指摘もあります。今こそ、異年齢交流や職業体

験、自然体験、ボランティア体験等、子供たちに豊かな体験機会を提供するため官民が一体となって取り組ま

ねばなりません。 

文部科学省は子供たちの体験活動を推進するため、経済界と連携して以下を目指した取組を進めます。 

 

一、 経済界の協力を得て、子供の体験活動の量的・質的な充実を目指します。 

一、 働く人が学校や地域の活動に参加しやすい環境づくりを目指します。 

一、 経済界との対話を促進し、体験活動における学校と地域・企業の連携体制の構築を目指します。 
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